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2025年 2月薬事委員会結果    2025/2/26 

 

Ⅰ.仮購入審議薬品：該当なし 

 

Ⅱ. 区分変更審議薬品 

  ・オフェブカプセル 100mg/150mg（院外専用→共通・要時購入） 

  ・テリルジー100/200エリプタ（院外専用→共通・要時購入） 

 

Ⅲ. 規格追加に関する審議薬品 

  ・モビコール配合内用剤 LD（規格追加、共通） 

    小児に適応があり、慢性便秘症に対して使用可能な唯一のポリエチレングリコール薬。 

    欧米のガイドラインでは第一選択薬。年 10例程度の見込み。 

  ・エブトール錠 125mg（規格追加、院外専用） 

    結核・肺 MAC症治療で細やかな投与量設定が必要となるため。年 5～10例程度の見込み。 

  ・セムブリックス錠 20mg（規格追加、院外専用） ※40mgのみ採用 

    高齢および合併症により減量の必要があるため。年 1～5例の見込み。 

  ・フリュザクラカプセル 1mg（規格追加、院外専用） ※5mgのみ採用。 

    減量規定に沿った減量が必要なため。1/22 迅速審査済み。 

 

Ⅳ．その他報告事項 

1）削除検討薬 

  ・トレドミン錠 25mg（院外専用） 

    ほぼ処方実績ないため、処方医に確認取れ次第削除 

 

2）供給停止に伴う臨時採用に関する報告 

 ・ハイドロコートン静注 100mg（院内） ※ソル・コーテフ、水溶性プレドニン注 10mg出荷制限に伴い 

 ・ユーパスタ軟膏           ※ネグミンシュガー供給停止に伴い臨時的に採用 

 

4）限定患者に対する区分変更：院外限定→院内共通へ（報告） 

 ・オフェブ 100mgカプセル 

 ・イクスタンジ 80mg 
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 ・ガバペンチン錠 200mg 

 ・アサコール錠 400mg 

 ・ジェノゲスト錠 1mg 

 ・レンビマ 4mg/10mg 

 ・プロカルバジンカプセル 50mg 

 ・リフヌア錠 45mg 


